
外部評価委員からいただいた意見について 

鳥取県立農業大学校(2022.2.17) 

委員氏名 意見内容 

山本美代子委員 
この委員を受けたおかげで一度も入った事がなかった校内にも入らせて頂き、いろいろと勉強させて頂いた事は私の財産になりまし

た。土や動物に触れ合う体験をもっともっと多くの人達に伝えていきたいです。コロナもふまえ自然と共存する生活を見直す時期にき
ていると思います。 

前田知也委員 
内容について確認しました。適正に実施されています。 

鷲見宏樹委員 
内容について確認しました。適正に実施されています。 

前岡美華子委員 

システムシートについて、ひとつひとつ拝見させていただきました。綿密に計画、実施され、丁寧に経過をアセスメント、課題抽出
されていることを知り、先生方の取り組みに対しお礼申し上げたい気持ちです。 

それぞれの目標に対し、定量的、定性的に指標の活用がなされていて、弊社の人材育成にも参考になりました。例えば総合的経営能
⼒向上を目指し、様々な成⻑機会の創出、外部のシステム導入により、能⼒向上に取り組まれていることがよくわかりました。加えて、
在籍する学生の変遷する課題や適した支援体制について、外部からも協⼒を仰ぎ取り組んでおられることに安心感を覚えます。 

評議委員をお引き受けしてから、ホームページをよく拝見させていただくようになりましたが、具体的でわかりやすい記述で特に農
大に興味を持っている人が知りたい実際の日常の取り組みが伝わっていると感じます。 
 コロナ禍において様々な機会が失われておりますが、そうした中でも機会をつくり運営いただいていると感じます。 

藤田光司委員 

・課題番号３−２（経過・達成実績）の表現について「発達障害的な学生」を「発達障害的特性を有する学生」に改めてはどうでしょ
うか。 

・課題番号５〔作物〕評価項目１について達成度が二つあるのであれば評価項目を二つ設けるべきではないでしょうか。 
・課題番号６の達成度は評価指標に鑑み、A でも良いのではないでしょうか。 

 


